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巻頭言

2026年6月12日（金）～14日（日）、富山市国
際会議場ならびに富山市民プラザにて第76
回日本東洋医学会学術総会を開催いたします。
これまで歴代の会頭は私とは比較にならない
くらい東洋医学に造詣の深い先生方ばかりで
したが、そのような中でこの若輩者の私に何
が求められているかを考えてみました。その
結論が今回のテーマである『東洋医学の発展
～次世代への新たな挑戦～』です。

東洋医学には現在、人材育成、教育や研究、
生薬の安定供給、保険外しの問題など様々な
問題が山積しています。これらの問題に関し
てはこれまでも頻繁に議論を重ね、いろいろ
な取り組みも行われてきましたが、十分な解
決に至っていないのが現状です。そこで本総
会では東洋医学を取り巻く種々の問題に対し
て新たな切り口で突破していくためのアイデ
アを活発に出し合う場にできればと考えてお
ります。さらに私は今回、会頭を拝命して総
会の準備をする中で、テーマである新たな挑
戦の先に何があるのかを考えるようになりま
した。自分なりの回答が東西医学の二刀流が
当たり前の世界を目指すということです。

今回の総会では数多くのユニークな企画を
考えました。まずは本県出身の落語家である
立川志の輔師匠による特別公演です。是非楽
しみにしていただければと存じます。それ以
外にも若い先生方が普段なかなか直接お目に
かかれない漢方界のご高名な先生方に気軽に
質問ができる meet the expert, 日本東洋医学

会の専攻医もしくは漢方専門医を取得後5年
以内の医師でまだ腹診に自信がない先生方を
主な対象とした腹診実技セミナー、富山大学
薬学部附属薬用植物園や富山大学和漢医薬学
総合研究所民族薬物資料館の見学ツアーなど
を企画しています。また次世代に向けて若手
を育成していくための一つの試みとして各分
野で造詣の深い先生と専門医取得後まだ日の
浅い若い先生方を組み合わせた形で一般演題
の座長をお願いしています。また子育て世代
の若い先生方にも多くご参加いただくために
無料の託児所も準備しています。

さらに今回の学術総会ではオンデマンド配
信も行います。本学術総会では魅力的な講演
がたくさんありますが、聴講できなかった講
演を後日ゆっくり繰り返し聴講していただき、
ご参加いただきました皆様のお役に立ててい
ただきたいと考えています。さらに薬剤師の
皆様は現地参加で漢方・生薬認定薬剤師研修
単位を最大9単位取得することができます。
その他にも昨年同様、好評であった鍼灸実技
セミナー、看護と漢方、学生企画や仲景杯も
予定しています。

今回の富山での第76回学術総会が漢方を
次世代へさらに発展させ、その先に東西医学
の二刀流が当たり前の世界を作る、その決起
集会として会を盛り上げることができればと
考えています。多くの皆様のご参加を富山で
お待ちしております。どうぞ宜しくお願い申
し上げます。

東洋医学の発展
　～次世代への新たな挑戦～

富山大学学術研究部医学系和漢診療学講座 教授
貝沼 茂三郎
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超高齢化社会のわが国において、漢方製剤、
生薬製剤および生薬（以下、漢方製剤等）の
安定供給を通じて国民の健康と医療に貢献す
べく、2018年に日漢協は「漢方の将来ビジョ
ン2040」を公表いたしました。このビジョ
ンは漢方製剤等の「さらなるエビデンス集積
と有用性の確立」「原料生薬の継続的安定確
保と国産生薬生産量の拡大」「原料生薬から
最終製剤までの品質管理強化と高品質な漢方
製剤等の安定供給」など8項目からなります。
次いでこのビジョンを実現するため、10年後、
20年後のあるべき姿と工程表であるロード
マップと、実行計画である第1期5ヵ年アク
ションプラン（2021～2025年度）を策定し、
活動してきました。本年は、第1期5ヵ年ア
クションプランの成果をまとめ、また未達の
テーマについてはその原因と対策を立てた上
で、第2期5ヵ年アクションプラン（2026～
2030年度）に取り組む開始年度になります。

皆さまにおかれましては、一層のご支援と
ご協力を賜りたくよろしくお願い申し上げま
す。

私が担当している原薬エキス関連では、
2026年4月10日付で第十九改正日本薬局方

（19局）が告示され、麻子仁丸エキスが新規
収載されました。これにより日局収載漢方処
方エキスは41処方となりました。一方、中
国でリュウコツが枯渇してきていることから、
リュウコツ代替品として沈降炭酸カルシウム
を用いた柴胡加竜骨牡蛎湯エキスおよび桂枝
加竜骨牡蛎湯エキスの収載案が急ピッチで検

討されており、この2処方のエキスは19局第
一追補で収載される見込みです。日本薬局方
にこれだけ多数の漢方処方エキスが収載され
るということは、漢方製剤が着実に国民の健
康と医療に貢献していることを示しているも
のと考えます。

単味生薬エキスについては、これまで日本
薬局方外生薬規格（局外生規）に配合用のア
カメガシワエキス、ウラジロガシエキスなど
数品目を収載してきましたが、本年度に通知
される予定の局外生規2026でセンナエキス
が収載される見込みです。これらの単味生薬
エキスは、最新の試験技術とデータにもとづ
いて規格項目と規格値が設定されていますの
で、製造管理、品質管理がより向上するもの
と期待しております。

昨今、当協会でも生薬の国内生産が推進さ
れておりますが、原料生薬については依然と
してその約8割を中国からの輸入に頼ってい
るのが現状です。昨年、中国国家中医薬管理
局や中国の業界団体である中国医薬保健品進
出口商会が訪日され、日漢協と交流を深めま
した。今年は日漢協が訪中する予定です。こ
のように協会として日中関係をさらにゆるぎ
ないものとし、漢方製剤等の安定供給の取り
組みをさらに強化してまいります。

最後に、日漢協は漢方製剤等を通じて国民
の健康と医療に貢献すべく引き続き努力して
まいる所存ですので、より一層のご理解とご
支援を賜りたくよろしくお願い申し上げます。

ご挨拶

「第2期5ヵ年アクションプランの推進を」

日本漢方生薬製剤協会　副会長

桑野 彰一
（日本粉末薬品株式会社　代表取締役社長）
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業態別会議 活動状況報告

Ⅰ．流通適正化部会
（1）3月4日に「医療用医薬品の流通改善に

向けて流通関係者が遵守すべきガイドライ
ン」が改訂され、会員会社へ情報共有を
行った。事務連絡が発出されたことを受け、
3月16日に卸連へ訪問し、適正な流通の継
続的な依頼を行った。

（2）厚労省の医薬品安定供給・流通確認シス
テムが新たに構築され、従来の報告フロー
から変更となったため、情報交換を行った。
また、昨今の石油関連製品の需給状況等の
調査について、回答期限が極めて短い調査
が続いているため、注意喚起を行った。

（3）日漢協コード・オブ・プラクティスの改
定について、改定内容を確認の上、自主規
範とはなるが、各社の協力を呼び掛けた。

Ⅱ．教育研修部会
1）漢方・生薬の知識向上に関わる教育研

修会の実施
日時：2026年2月3日
形式：オンライン（Web）
講師：日漢協生薬委員会　山本豊　委員

長
演題：日本における原料生薬の使用量に

関する調査報告及び生薬の流通の変遷
について

開催後報告：
	 会員会社12社から85名が参加された。

参加者の満足度と理解度はいずれも非
常に高い評価となり、満足度の平均は
4.42、理解度の平均は4.58で、どちら
も5点満点中4点を上回っていた。今

後の要望として、原料生薬の需給見通
し・調達リスク管理や品質保証・ト
レーサビリティについての要望があり、
来年度に向けて部会で検討していく。

2）業界共通の歴史教育についての改訂を
実施

　MR 漢方教本Ⅱ『業界の歴史と現況に
ついて』改訂を行った。
< 改訂内容 >
・現在の実態に合わせた文章の確認
・市場等の数値を更新
・記載内容に関する出典を追加

Ⅲ．有用性研究部会
1）日本東洋医学会 EBM 委員会協力作業

①漢方治療エビデンスレポート（EKAT）
EKAT2021英 語 版、EKAT2025を 公
開した。

②漢方製剤の記載を含む診療ガイドライ
ン（KCPG）については、2025年度上
期調査分の改訂に向けて、作成を進め
ている。

③ STORK において、新規参加の3社を
含む計6社の添付文書英訳が公開され
た。

2）その他
　EBM 委員会の活動の周知策について
は、継続して委員会にて検討を進めてい
くこととなった。

1．令和8年度　茶・薬用作物等地域特産作
物体制強化促進事業について
令和8年度の茶・薬用作物等地域特産作物

医療用漢方製剤会議
医療用漢方製剤委員会 委員長

坂上 誠　㈱ツムラ

生薬会議
生薬委員会 委員長

山本 豊　㈱栃本天海堂
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体制強化促進事業（公募）に「薬用作物の産
地化に向けた地域説明会および相談会」など
の事業案を記して申請した。採択された後、
具体的な計画作成に着手する。

2．第9回原料生薬使用量等調査について
第9回調査の対象は2023年度（2023年4月

～2024年3月 ） と2024年 度（2024年4月 ～
2025年3月）である。事務局での集計、生薬
流通部会での17年間を通した確認にて疑義
が生じた品目や数量の事務局による個別確認
が完了した。現在、生薬学雑誌への投稿用原
稿の作成に着手しているところである。

最終確認にて一部修正が必要となる場合が
あるので、現時点では仮ではあるが、2023
年 度 の 総 使 用 量 は35,513ｔ、2024年 度 は
37,826ｔでそれぞれ調査対象期間（2008～
2024年度の17年間）の最高使用量を更新し、
2024年度は、調査開始時（2008年度：20,763
ｔ）の約1.8倍になっている。2024年度の使
用量を産地別にみると中国産（31,553ｔ）は
2008年度の約1.9倍、他国産（日本産と中国
産以外；3,284ｔ）は約1.8倍、日本産（2,989
ｔ）は約1.2倍となっている。比率としては、
中国産が2022年度に80.0％と少し落ちたが、
2024年度には再び83.4％に戻っている。他国
産は2022年度に11.4％と上がったが、2024
年度には8.7％であった。

Ⅰ．一般用漢方製剤委員会
2月3日および4月2日に幹事会を、2月9

日に2025年度第4回委員会を、4月13日には
2026年度第1回委員会を開催し、2026年度の
事業計画等の確認を行うとともに、理事会報
告、各部会活動報告、各種プロジェクト報告
等の情報共有を行った。2026年度第1回会議
では、委員長および副委員長の交代につき審
議の上、承認された。

1月22日に TIME SHARING 銀座三丁目
ビルディングにおいて、委員会主催の広告研
修会を開催した。今回も会場のみの開催で会
員会社から46名の参加があり、日本 OTC 医
薬品協会広告委員会の栄角尚郎委員長を講師
としてお招きし、一般用医薬品の広告規制と
一般薬連広告審査会で議論となった事例につ
き紹介・解説頂いた。

Ⅱ．処方部会
一般用漢方製剤承認基準への追加候補とし

て39処方に絞り込み、現在の294処方で代替
できないもの、新しい効能を持つものの視点
を入れ、現時点での生薬調達の難易度も含め、
リストの再確認・再整理を行うこととし、ま

一般用漢方製剤会議
一般用漢方製剤委員会 委員長

高橋 隆二　クラシエ薬品㈱
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ず生薬調達に懸念があると思われる生薬を
ピックアップし、いずれも国内調達可能であ
ることを確認した。

Ⅲ．適正使用推進部会
1月27日、3月17日および3月31日に部会

を開催した。1月22日に開催した広告研修会
開催後の振り返りを実施するとともに今後の
改善事項について検討を行った。また、部会
にて第307回広告審査会ヒアリング結果の共
有と意見交換を行った。3月31日に開催した
部会では、部会長の交代につき審議の上、承
認された。

2026年3月16日に委員会を、先立つ2月3
日に幹事会をそれぞれ開催し、2026年度事
業計画案の確認を行った。併せて、国立医薬
品食品衛生研究所（以下、国立衛研）生薬部
におけるガイドライン班会議での当帰川芎製
剤（いわゆる婦人薬）の効能効果の見直しに
関する情報共有等を実施した。

3月4日に開催された同ガイドライン班会
議においては、各業界団体から提案された議
案に関する進捗状況が共有され、内容および
今後の進め方について議論が行われた。当帰
川芎製剤の効能効果の見直しについては、座
長の国立衛研生薬部長伊藤美千穂先生より、
厚労省審査管理課との調整状況について報告
があった。その結果、当初の当帰川芎製剤の
効能効果見直しから対象を拡大し、当帰川芎
製剤を含む一般用医薬品の婦人薬（生薬製
剤）のうち、効能効果に『血の道症』および

『更年期障害』が含まれる一般用医薬品の効
能効果の見直しとして、研究班の報告書を取
りまとめる方針が示された。当委員会として
は、引き続き国立衛研生薬部および厚労省審
査管理課への審査支援を継続していく所存で
ある。

3月16日には、国立衛研の伊藤美千穂生薬
部長を講師として招聘し、日本 OTC 医薬品
協会（以下、OTC 薬協）生薬製品委員会の
協力を得て、会員企業向け教育セミナー「漢
方薬の品質保証─畑から工場・薬局に至るま
で─」を開催した。本セミナーは、主に一般
用医薬品を中心とする生薬および生薬製剤の
業界団体である両委員会が、業界としての活
動を推進するにあたり、共通認識の醸成と情
報共有を図ることを目的として実施したもの
である。開催形式は現地およびオンラインの
ハイブリッド形式とし、17社から200名以上
が参加した。品質保証部門に限らず、研究開
発、購買、営業、マーケティング等、多様な
部門から、役員から一般社員まで幅広い層の
参加を得た。事後アンケートにおいては、

「非常に有意義だった」および「有意義だっ
た」との回答が100% を占め、生薬ならびに
生薬製剤・漢方製剤の品質に対する理解の深
化に大きく寄与したものと推察される。今年
度以降も本セミナーを継続し、OTC 薬協生
薬製品委員会との共催を見据えた検討を進め
ていく。

セルフメディケーション税制に関しては、
令和8年度税制改正大綱が閣議決定された。
これにより、時限措置であったスイッチ
OTC 医薬品を対象とする特例措置が、恒久
的な制度として位置づけられた。さらに、非
スイッチ OTC 医薬品のうち、「消化器官用

生薬製剤会議
生薬製剤委員会 委員長

小森園 正彦　小林製薬㈱
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薬としての効能または効果を有する医薬品」
および「一定の生薬を有効成分として含有す
る鎮咳去痰薬としての効能または効果を有す
る医薬品」が対象に加えられ、適用期限が5
年間延長されることとなった。また、本年3
月には、日本一般用医薬品連合会より税制対
象の追加候補となる医薬品成分の確認依頼が
あり、当委員会にて会員企業の要望を取りま
とめた。現時点では、キョウニン、セネガ、
カンゾウ、キキョウ、シャゼンソウを含む、
生薬のみからなる鎮咳去痰薬が追加候補と
なっている。

本年4月22日に2026年度原薬エキス会議
および第1回原薬エキス委員会を大阪薬業ク
ラブにて開催した。会議では本年度原薬エキ
ス会議の事業計画案等を審議し、また2025
年度委員会活動報告、日局や局外生規の現況
について報告した。委員会では3月理事会の
内容を共有化し、日局、局外生規の直近の進
捗状況を確認した。

1．漢方処方エキスの日局収載
2026年4月10日付で第十九改正日本薬局

方（19局）が告示され、麻子仁丸エキスが
新規収載された。これにより日局収載漢方処
方エキスは41処方となった。なお麻子仁丸
エキスの確認試験（1）（マシニンの確認）は、
19局では植物常成分で設定されているが、1, 
3- ジリノレインを指標とした TLC 確認試験
が19局第一追補（2027年10月告示予定）で
追加改正される見込みである。

生薬等（A）委員会および漢方処方エキス

班では、リュウコツ代替品として沈降炭酸カ
ルシウムを用いた柴胡加竜骨牡蛎湯エキスお
よび桂枝加竜骨牡蛎湯エキスの収載案が急
ピッチで検討されている。最近両エキスの収
載案がまとまり、本年2～3月に日漢協で各
規格項目のデータ取りが行われた。収集され
たデータをもとに6月の生薬等（A）委員会
で各規格値案が提案される予定で、これら2
処方のエキスは19局第一追補で収載される
見込みである。なお代替品として沈降炭酸カ
ルシウムを用いることになった史的考察、事
例調査等については、『生薬学雑誌』（80，
21-34，2026）に論文が掲載され、詳述され
ている。

またここ数年人参養栄湯エキス収載案の検
討が進められてきたが、上記リュウコツ配合
処方エキスが優先されたことから、人参養栄
湯エキスは19局第二追補（2029年4月告示
予定）での収載となりそうである。

2．局外生規2026
新規収載センナエキスについては、当委員

会での検討はすべて終了し、残された課題は
純度試験・重金属のみである。国立衛研での
ICP-MS 法による個別重金属の測定結果によ
れば、Cd、Pb など個別金属の実測値は極め
て低値であった。添加回収率の検討結果も考
慮し、センナエキスに重金属を設定するか否
かについては現在検討中である。

今後の予定として、第16回作成 WG（事
務局：国立衛研）が5月18日に、また第7回
検討連絡会議（事務局：医薬品審査管理課）
が7月1日に開催される。

原薬エキス会議
原薬エキス委員会 委員長

佐々木 博　日本粉末薬品㈱
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プロジェクト 活動状況報告

1．事業計画に関する事項
（1）「2026年度事業計画の策定にあたって

（案）」が第100回正副会長会において承
認された。

（2）第101回正副会長会、第256回理事会
において2026年度事業方針（案）およ
び事業計画（案）を上程し、承認いただ
いた。

（3）各組織から提出された2025年度事業
報告（案）を取りまとめた。

2．協会活動の効率的運営に関する事項
（1）ビジョン実現検討班の運営

	 　2026年3月5日に検討班を開催し、「漢
方の将来ビジョン2040」第1期5ヵ年ア
クションプラン最終報告、第2期5ヵ年
アクションプランの策定、ロードマップ
の見直しの内容について確認した。第
101回正副会長会、第256回理事会に各
案件を上程し、承認いただいた。

（2）第178回委員長会において業務分掌を
確認し、見直しの必要がないことを確認
した。

3．コンプライアンスに関する事項
2026年3月19日の第256回理事会後に①総

務委員会より「コンプライアンス遵守体制の
構築と実践に向けた取り組み」②大草薬品

（株）代表取締役社長 大草貴之様より「大草
薬品（株）のコンプライアンスへの取り組

総務委員会
委員長・永野 聡　㈱ツムラ

機能別委員会 活動状況報告

提言実現プロジェクト会議を12月23日、1
月27日、2月24日、3月24日に行い、研究会
の内容、その他情報共有を行った。

3月2日（月）18：00～大手町三井ホールに
て「国民の健康と医療を担う漢方の将来ビ
ジョン研究会2025」フォーラムが開催され、
行政、アカデミア、関連団体等431名が参加
された。

講演では日本医師会会長 松本吉郎先生に
「保険診療における漢方薬の役割」と題して
基調講演をいただいた。続いて4名の先生方
にご講演いただき、漢方薬の最新エビデンス、
効能整備や剤形変更における課題、患者・当
事者視点からの漢方薬の保険医療上の必要性

についてご講演をいただいた。
講演後のディスカッションでは、研究会メ

ンバーで策定した新たな提言を中心に議論さ
れ、提言2.0が了承された。

フォーラムにて了承され、発出された新た
な提言を基に、概要版パンフレットの作成を
行った。作成に当たっては、研究会メンバー
の先生方と内容の打ち合わせを重ねた。

国民の健康と医療を担う漢方の将来
ビジョン研究会提言実現プロジェクト

プロジェクトリーダー

味岡 賢士　㈱ツムラ
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み」についてコンプライアンス研修会を開催
した。参加会員会社数38社、参加人数157名
であった。

研修後のアンケート結果を受けて、会員会
社のコンプライアンス体制強化に繋がる具体
的な取り組みを検討した。

4．漢方製剤等の生産動態に関する事項 
2024年薬事工業生産動態統計年報から「漢

方製剤等の生産金額」を確認し、第256回理
事会で報告した。

1．第29回市民公開漢方セミナー 企画
下記の通り、第29回市民公開漢方セミナー

の概要が決定し、開催に向け準備を進めてい
る。
（1）日　程　�2026年11月27日（金）18：30〜

20：00
（2）会　場　�文京シビックホール（文京区）
（3）講　師　�來村 昌紀先生（らいむらクリ

ニック院長・漢方専門医、千
葉市）

（4）テーマ　�漢方の考え方、不定愁訴に対
する漢方、養生 など

2．第76回日本東洋医学会学術総会 市民公
開講座
下記の通り、日本東洋医学会との共催で開

催される市民公開講座の案内用チラシが完成
し、ホームページにて公開した。
（1）日　程　�2026 年 6 月 14 日（日）13：45

～15：45
（2）会　場　�富山国際会議場第3会場（富

山市）
（3）演　題　�「くらしを支える漢方－医療・

看護・経済の視点から－」
（4）座　長　�古田一史先生（金沢聖霊総合

病院）
（5）演　者　�赤瀬朋秀先生（日本経済大学

大学院 経営学研究科）
四日順子先生（富山大学附属
病院看護部）
田原英一先生（福島県立医科
大学 会津医療センター 漢方
医学講座）

3．国民の健康と医療を担う漢方の将来ビ
ジョン研究会2025フォーラム」記者対応
3月2日に開催された同フォーラムに、15

社、21名のメディア関係者にご参加いただ
いた。当日は、記者会見および個別取材対応
を行った。

4．リリース
2月9日　「国民の健康と医療を担う漢方の

将来ビジョン研究会2025」（3月2日開催）
5月7日　「第44回定期総会・記者会見」（5

月19日開催）

5．記事化
（1）新年祝賀会 （1月16日開催）

1月16日付　日刊薬業
1月20日付　化学工業日報

広報委員会
委員長・北村 誠　㈱ツムラ
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1月21日付　薬事日報
2月13日付　薬事ニュース

（2）「国民の健康と医療を担う漢方の将来
ビジョン研究会2025」（3月2日開催）
3月3日付　日刊薬業
3月3日付　ミクス
3月9日付　毎日新聞
4月1日付　薬事日報

6．広報委員会開催
（1）2月19日

1）ホームページリニューアルについて
2）第29回市民公開漢方セミナーについ

て
（2）4月6日

ホームページのリニューアルについて

■ ISO/TC249関連活動
国内委員会への参加

①12/8～19　第7回　WG1投票案件　16
件審議　（持ち回り）

②12/29～1/19第8回　WG1投 票 案 件　2
件審議　WG2投票案件　1件審議 （持ち
回り）

③2/15（日）第9回　WG1投 票 案 件　10件
審議　WG2投票案件　5件審議

	 新規提案　WG1投票案件　17件確認　
WG2投票案件　1件確認

日漢協から5名（浅間、山路、佐藤、小栗、
小柳）のエキスパートが出席した。

■ ISO/TC249の各案件の進捗
『日中共同提案 GACP』が国際標準へ

ISO/TC249に お け る 日 中 共 同 提 案 の
GACP『General requirements for the 
cultivation and primary processing of herbal 
materials（NP24898）』について、3月6日付

で『Published』（発行）された。

2026年1月21日、2月24日に幹事会、3月
13日に委員会を開催した。日薬連、一般薬
連、AMED 研究班等における活動内容を共
有するとともに、改正薬機法、発出通知、薬
事規制、品質問題等への対応について議論し
た。

1．改正薬機法への対応
薬機法改正1年以内施行分、2年以内施行

分の関係政令・省令・告示・通知ならびに厚
生科学審議会での議論等を確認しながら、各
社の対応事項について意見交換した。

2．行政側との意見交換
2026年1月13日における PMDA、厚労省、

国立衛研との4者会議において、漢方生薬製
剤の課題に関する意見交換を行った。日漢協
より優先課題4点を要望し、行政側の意見を
もとに次のアクションを設定した。

2026年2月19日 に お け る OTC5団 体 と
PMDA との審査実務意見交換会において日
漢協から3件を要望し、意見交換した。概ね
前向きな回答が得られ、各社で共有した。

2026年2月20日 に2025年 度 第6回、2026
年4月28日に2026年度第1回の委員会を開催
した。局方や局外生規関連などの委員会や班
活動および各部会の活動状況について報告が
され共有化を図った。

漢方生薬製剤の課題に関して行政側との意
見交換（4者会議）を継続して行っている。

第3回の生薬を管理する責任者の育成につ

国際委員会
委員長・平手 豪巳　㈱ツムラ

薬制委員会
委員長・中堀 秀俊　クラシエ薬品㈱

技術委員会
委員長・高杉 泰弘　㈱ツムラ
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いて1回目の実地研修を2026年3月13日に開
催した。

1．日局関連
柴胡加竜骨牡蛎湯及び桂枝加竜骨牡蛎湯の

リュウコツの代替え処方エキスについて日局
収載に向けた試験法が生薬等 B 委員会で承
認された。
2．日薬連関連

2026年度の医薬品 GQP・GMP 研究会に
ついて、開催方法や開催地について検討が進
められている。
3．薬機法関連

2025年に改正された薬機法の公布後2年目
の施行がされる。
4．日漢協ホームページ生薬の解説

タイソウ、タクシャ、チンピ、トウキ、ニ
ンジン、ハッカ、ハンゲ、ビャクジュツ、ブ
クリョウ、ボタンピ、マオウの確認を行った。

●漢方製剤の情報資材対応
改正薬機法に関連する安全性に係る情報共

有ならびに情報提供資材についての見直し対
応や業界取組み等を中心とした対応を実施し
ている。医療用医薬品全体としてあらたな患
者向け医薬品ガイド作成に向けた対応を進め
るにあたり、委員会内への最新情報の共有な
らびに漢方特有の課題等の把握につとめ、円
滑な連携強化を図った対応を進めている。患
者向け医薬品ガイドについては、2月4日、5
日に PMDA 主催の説明会が開催され、アナ
ウンスを行うとともに各社実務担当者の出席
を促した。

また、WHO 関連組織である UMC（Uppsala 
Monitoring Centre）から WHO Drug コード
に関する漢方製剤の記載方法の相談対応につ
いて、12月に開催した臨時安全性委員会以

降の進捗状況の共有を行っている。UMC に
対し質問に対する回答を送付後、スケジュー
ル 再 調 整 の 連 絡 を 頂 き、4月 末 を 目 途 に
UMC としての日本の漢方薬に関する基本的
な進め方について報告頂ける見通しである。
さらに必要に応じて今後も複数回の意見交換
の場を設ける可能性があることを共有した。

3月30日に本年度第3回の委員会を開催した。
日漢協コード・オブ・プラクティスの改定

について、改定内容の確認を行った。自主規
範とはなるが、各社の体制の確認を呼び掛け
た。製品情報概要審査部会より、2025年度
の審査概要および審査会レポートの発刊につ
いて報告があった。また、厚労省監麻課の広
告指導官の異動にあたり、5月13日に新たに
着任された坂庭氏へご挨拶と審査会レポート
の報告を行った。

保険薬価委員会は、1月13日、2月10日、
3月17日、4月14日、5月12日に会議を開催
した。

3月5日に薬価基準の官報告示（2026年4
月1日実施）があり、医療用漢方製剤1成分、
生薬53成分の不採算品再算定の実施がなさ
れた。基礎的医薬品については2018年度薬
価改定において適用された生薬62成分が継
続された。最低薬価では医療用漢方製剤47
品目、生薬7品目の薬価が引き上げられた。

また、2026年度薬価改定に伴い薬価変遷
表の更新を行った。

安全性委員会
委員長・村岸 梨早子　㈱ツムラ

コード委員会
委員長・葛野 孝弘　クラシエ薬品㈱

保険薬価委員会
委員長・坂上 誠　㈱ツムラ



順天堂大学薬学部生薬・天然資源学分野
宮本智文 教授
天然由来の医薬シーズ探索

●
人在りて我在り、他を思いやり、慈しむ心。これ即ち「仁」
　「仁」を学是、「不断前進」を理念、「三無主義」
を学風とする順天堂大学の歴史は、江戸時代の幕末
1838年（天保9）、学祖の佐藤泰然初代堂主により
江戸・日本橋薬研堀に創設された蘭医学塾「和田
塾」に遡ります。
　その後1843年（天保14）に千葉県佐倉に移り、
蘭医学塾を「順天堂」と命名。1873年（明治6）に
順天堂医院を開院し、1875年に現在地の湯島・本
郷に移転。以後1943年（昭和18）に開設の順天堂
医学専門学校が、戦後間もない1946年に順天堂医
科大学に昇格し、1951年に新制・順天堂大学となり、
今日に至っています。
　現在、同校は本郷・お茶の水キャンパスを中心に、
さくら（千葉県印西市）、浦安（千葉県浦安市）、三
島（静岡県三島市）、浦安・日の出の5つのキャン
パスに医学部、スポーツ健康科学部、医療看護学部、
保健看護学部、国際教養学部、保健医療学部、医療
科学部、健康データサイエンス学部 . 薬学部を擁し、
健康総合大学として確たる地歩を築いています。

●
世界の薬学レベルを牽引する薬学人の育成
　薬学部薬学科は2024年（令和6）、「順天堂の臨床
力を活用し、臨床教育・薬学研究における薬学分野
のトップランナーを育成」を旗印に、東京ディズ
ニーランドにほど近い浦安・日の出キャンパスに9
番目の学部として開設されました。
　同学部が特色としているのが多職種連携教育です。
日本最大規模の病床数（3,589床）を備える6つの
附属病院を有する医学部、そして医療看護学部との
オール順天堂体制で、基礎から応用、臨床、研究、
国家試験までステップアップできるカリキュラムが
組まれています。
　サポート体制にも定評があり、入学後は４～6名
の学生につき1人のアドバイザー教員が担当、3年
次後期から研究室に配属されます。

　研究分野は創薬科学、医療薬学臨床、生命薬学、
総合薬学研究教育、医療薬学基礎、薬学基礎教育の
6領域で構成され、がんや感染症、創薬、再生医療、
医療 AI など研究領域は多岐にわたっています。
　地方貢献として取組んでいるのが、薬剤師の地域
偏在の解消です。昨年度から茨城県と地域枠に関す
る協定を結び、「茨城県地域枠選抜」を実施。全国
で初めての試みとして注目されています。

●
生薬、漢方に関する先端的な基礎研究
　創薬科学領域に属する生薬・天然資源学研究室は、
九州大学から赴任された宮本智文教授、広島大学か
ら赴任された杉本幸子准教授、山野喜准教授の3名
の陣容で、天然物由来の医薬シーズ探索と生薬、漢方
に関する先端的基礎研究を二大テーマにしています。
　宮本教授は天然物リポジショニングによる医薬
シーズの探索、杉本准教授は天然物由来の医薬品
シード化合物の発見と良質な漢方製剤の供給につな
がる栽培法の最適化をテーマに、スマート薬草農業を
指向したデジタル管理を用いた栽培研究、山野准教授
は難培養性微生物からの医薬品シード化合物探索を
研究テーマとし、今後の成果が期待されています。

表紙写真採用者のコメント
日本粉末薬品㈱
水走工場・品管　前川永恵

JAPAN  KAMPO  MEDICINES  MANUFACTURERS  ASSOCIATION（JKMA）

シャクヤク園があり、
いろんな種類のシャクヤクが鑑賞できます。
（大阪市東住吉区の長居植物園にて撮影）
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③浦安・日の出キャンパス正門

②化学系実習室

①宮本教授（後列）と杉本准教授（右）、山野准教授


